
  

1 

 

第
四
百
六
十
三
回 

青
葉
会
句
会
選
句
表 

 

令
和
六
年
十
一
月
二
十
八
日(

木) 
 

場
所
：
世
田
谷
区
三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど 

 

選 
 
 

者 
川
口
孤
舟 

投
句
・
選
句 
今
井
紀
久
男 

柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

熊
谷
く
に
お 

後
藤
と
み
子 

小
早
健
介 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

西
澤
國
護 

長
谷
見
び
ん 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

 

山
田
け
い
子 
山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

選
句
の
み 

 

伊
賀
山
そ
ら
お
、
梅
崎
く
す
を 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

 
 
 
 
 
 

山
本
三
恵 

 

【
互 

選 

句
】 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

選
者
欄
の
○
は
選
者
の
「
天
」 

 
 
 

 

十
二
点 

◎
渡
月
橋
渡
り
切
る
間
を
初
時
雨 

 
  

康
敏 

 

（
○
そ
・
紀
・
孤
・
く
・
五
・
堂
・
び
・
○
允
・ 

正
・
啓
・
亜
・
け
） 

 

十
一
点 

◎
蛇
口
よ
り
冬
の
出
で
け
り
朝
支
度 

  

堂
哉 

 

（
紀
・
く
す
・
孤
・
健
・
と
・
千
・
た
・
清
・ 

百
・
昇
・
け
） 

 

九
点 

 

◎
山
茶
花
や
百
通
残
す
母
の
文 

 
 

 

と
み
子 

 

（
紀
・
千
・
孤
・
龍
・
康
・
隆
・
允
・
三
・
盛
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

七
点 

 

◎
し
ろ
が
ね
の
芒
が
原
を
風
わ
た
る   

く
に
お   

（
そ
・
孤
・
健
・
康
・
堂
・
允
・
昇
） 

七
五
三
袴
の
下
に
ス
ニ
ー
カ
ー 

 
  

千
恵 

  

（
忠
・
清
・
○
正
・
昇
・
規
・
天
・
盛
） 

凡
庸
に
生
き
た
二
人
や
石
蕗
の
花 

  

盛
雄   

（
紀
・
己
・
ゆ
・
隆
・
び
・
允
・
規
） 

 

六
点 

    

枯
葉
落
ち
岩
肌
映
え
る
立
石
寺 

 
     

 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
健
・
た
・
ゆ
・
己
・
び
） 

◎
一
群
の
鴨
や
一
気
に
着
水
す 

 
 

 
 
 
 
 

 

亜
也 

 
 

（
そ
・
孤
・
健
・
堂
・
び
・
天
） 

 

五
点 

 
 
 
 

秋
思
と
は
寄
せ
て
は
返
す
波
の
音 
 

  
 

孤
舟 

 
 

（
○
孝
・
龍
・
清
・
己
・
三
） 

神
の
旅
良
き
風
の
日
に
発
ち
た
ま
ふ 

  

と
み
子 

 
 

（
紀
・
康
・
正
・
○
規
・
○
三
） 

立
冬
や
飛
行
機
雲
の
三
筋
行
く 

 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
く
す
・
と
・
國
・
百
・
亜 

声
出
し
て
立
ち
上
が
る
日
や
菊
香
る 

 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
・
清
・
啓
・
け
・
天
） 

鷺
一
歩
わ
れ
一
歩
追
う
冬
干
潟 

 
 
 
  

び
ん 

 
 

（
五
・
孝
・
己
・
啓
・
○
盛
） 

長
き
夜
や
小
さ
き
文
字
な
る
文
庫
本 

    

啓
子 

 
 

（
○
健
・
千
・
康
・
び
・
正
） 

 

四
点 

    

冬
晴
れ
や
被
団
協
へ
の
平
和
賞 

 
 
  

 

忠
彦 

 
 

（
千
・
正
・
○
昇
・
盛
） 

指
で
押
し
食
べ
頃
を
知
る
ラ
フ
ラ
ン
ス 

  
  

仝 
 
 

（
紀
・
堂
・
國
・
天
） 

秋
簾
外
し
時
空
の
遠
ざ
か
る 

 
 
 
 
 

 

孤
舟 

 
 

（
く
す
・
孝
・
啓
・
百
） 

亥
の
子
餅
あ
や
ふ
や
な
こ
と
増
ゆ
る
年  

五
郎
太 

 
 

（
と
・
ゆ
・
○
己
・
正
） 

止
り
木
を
齧
る
鸚
鵡
や
小
六
月 

 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
紀
・
五
・
○
と
・
亜
） 
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到
来
の
大
根
洗
ふ
味
噌
を
練
る 

 
 
 
 
 
 

 
 

堂
哉 

 
 

（
忠
・
千
・
國
・
百
） 

◎
来
し
方
は
夢
の
ま
た
夢
秋
の
風 

 
 
 
      

ゆ
た
か 

 
 

（
紀
・
孤
・
清
・
規
） 

着
飾
り
て
花
の
笑
顔
や
七
五
三 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
そ
・
た
・
康
・
亜
） 

露
天
風
呂
冬
夕
焼
に
包
ま
れ
て 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

（
紀
・
そ
・
龍
・
允
） 

月
今
宵
間
合
い
正
し
き
海
の
音 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
紀
・
く
・
○
龍
・
昇
） 

浜
の
子
の
波
乗
板
の
冬
仕
舞 

 
    

 
 
 
    

仝 
 
  

（
紀
・
た
・
隆
・
天
） 

 

三
点 

 
 

星
飛
ぶ
や
誰
に
も
言
へ
ぬ
過
去
の
あ
り 

 
 
 
 

孤
舟  

 
 

（
く
す
・
忠
・
盛
） 

賑
や
か
に
三
本
締
め
や
一
の
酉 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
忠
・
國
・
天
） 

聞
こ
え
来
る
夕
べ
の
鐘
や
秋
の
風 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
  

（
く
・
た
・
昇
） 

炉
開
き
や
と
ぼ
け
た
織
部
を
振
出
に 

 
 
 
 
 

亜
也  

 
 

（
千
・
け
・
三
） 

 
 
 
 

 

御
在
所
の
山
を
従
え
冬
の
雲 

 
 
 
 
 
 
  

け
い
子 

 
 
 

（
健
・
允
・
び
） 

冬
紅
葉
少
し
色
添
へ
山
の
宿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
  

 

（
紀
・
國
・
規
） 

 

二
点 

   
 
 

尾
上
松
也 

◎
二
枚
目
の
革
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
楽
屋
入
り 

 
 
 

紀
久
男 

 
 
 

（
忠
・
孤 

俳
人
に
賞
味
期
限
や
名
の
木
散
る 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
く
す
・
康
） 

秋
爽
を
た
つ
ぷ
り
走
る
ロ
ー
カ
ル
線 

 
 
 
 
 
 

仝 
  

 
 

（
紀
・
く
） 

紅
葉
狩
遠
く
斜
め
に
東
山 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
ゆ
・
國
） 

紅
き
門
太
夫
の
墓
に
紅
葉
散
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
・
○
啓
） 

◎
急
寒
波
衣
も
器
具
も
泥
縄
に 

 
 
 
 
 
 
   

健
介 

 
 
 

（
紀
・
孤
） 

長
き
夜
や
新
オ
ー
デ
イ
オ
で
聞
く
ク
イ
ー
ン 

 
 

千
恵 

 
 
 

（
紀
・
け
） 

落
葉
ふ
む
猫
の
親
子
と
前
後
ろ 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
け
・
啓
） 

鴨
の
群
逢
ふ
を
約
し
て
わ
か
れ
け
り 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
○
く
す
・
孝
） 

駅
前
の
今
朝
の
早
足
冬
に
入
る 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 
 
 
 

（
紀
・
規
） 

秋
蝶
や
日
向
日
陰
の
羽
づ
か
い 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
紀
・
清
） 

宗
祇
水
へ
降
り
る
石
段
雪
蛍 

 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

（
と
・
三
） 

マ
ン
シ
ョ
ン
に
く
し
ゃ
み
お
じ
さ
ん
木
霊
す
る 

 

正
己 

 
 
 

（
紀
・
堂
） 

ラ
フ
ラ
ン
ス
香
り
残
し
て
食
べ
収
め 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
紀
・
と
） 

黄
に
病
み
し
葉
の
捨
て
か
ね
つ
烏
瓜 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

（
紀
・
百 

◎
オ
ー
ロ
ラ
の
天
体
シ
ョ
ー
や
息
白
し 

 
 
 
 
  
 

昇 
 
 
 

（
孤
・
く
） 

国
道
の
喧
騒
連
れ
て
北
風
来 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
紀
・
亜
） 

秋
の
陽
の
佇
む
機
関
車
焦
が
し
を
り 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
そ
・
三
） 

爺
泣
か
す
秋
の
長
旅
孫
土
産 

 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

（
紀
・
龍
） 

連
獅
子
に
揺
る
る
難
波
や
新
松
子 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
○
紀
・
五
） 

 

一
点 

 
 

リ
ハ
ビ
リ
通
院
の
往
き
に
帰
り
に
千
鳥
鳴
く 

 

紀
久
男 

 
 
 

（
盛
） 

鯨
見
の
歓
声
挙
ぐ
る
家
族
連
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
忠
） 

 
 
 
 
 
 
 
          

（
米
国
東
海
岸
） 

能
登
鰤
の
缶
詰
旨
き
妻
の
留
守 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
亜
） 

AI

を
褒
め
た
い
勤
労
感
謝
の
日 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
龍
） 

杖
の
媼
歩
み
す
ば
や
き
小
春
か
な 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

（
孝
） 
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に
ん
ま
り
と
笑
む
ト
ラ
ン
プ
氏
冬
に
入
る 

    
 

五
郎
太 

 
  

 

（
隆
） 

パ
レ
ス
チ
ナ
大
使
と
話
す
十
一
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
） 

お
軸
に
は
又
日
に
新
た
文
化
の
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
己
） 

稲
架
（
は
ざ
）
に
掛
け
天
日
で
干
し
て
旨
い
米 

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
隆
） 

雀
等
が
さ
え
ず
り
遊
ぶ
刈
田
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
隆
） 

月
よ
り
の
風
に
吹
か
れ
て
蜻
蛉
来
る 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
孝
） 

秋
庭
の
雑
多
こ
の
世
の
雑
多
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
百
） 

竹
林
に
秋
風
吹
い
て
音
と
な
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
堂
） 

月
影
や
去
り
し
友
の
声
を
聞
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
ゆ
） 

小
夜
時
雨
少
女
の
睫
毛(
ま
つ
げ)

長
き
こ
と 

 
 
 

正
明 

 
 
 

（
く
） 

◎
蟷
螂
や
祈
る
す
が
た
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン 

 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

（
孤
） 

茶
の
花
の
朝
の
陽
透
け
て
い
や
真
白 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
五
） 

線
路
沿
い
芒
踏
み
分
け
保
線
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
び
） 

し
な
や
か
に
道
の
辺
（
べ
）
の
花
揺
れ
て
秋 

  
 
 

規
雄 

 
 
 

（
ゆ
） 

風
花
や
ボ
ジ
ョ
レ
ヌ
ー
ボ
ー
連
れ
て
来
し 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
五
） 

秋
の
夜
や
踏
切
り
の
音
遠
く
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

（
た
） 

 
 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

【
句 

評
・
短 

評
】 

 

十
二
点
句 

渡
月
橋
渡
り
切
る
間
を
初
時
雨 

       

康
敏 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
京
都
で
の
初
時
雨
と
い
う
一
瞬
の
気
象
の
変
化
に
驚
か
さ
れ
る
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
嵐
山
に
紅
葉
狩
に
行
か
れ
た
の
か
。
浮
世
絵
の
よ
う
で
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
上
五
、
中
七
に
季
語
が
ぴ
っ
た
り
！
渡
り
き
っ
た
近
く
の
喫
茶
店
に
駆
け
込
ん
だ
記
憶
が
あ 

り
ま
す 

亜
也
さ
ん
・
・
・「
渡
り
切
る
間
」
と
い
う
着
想
が
秀
逸
。 

 

十
一
点
句 

 

蛇
口
よ
り
冬
の
出
で
け
り
朝
支
度 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
急
に
冷
え
込
ん
ん
だ
朝
、
水
道
水
の
冷
た
さ
に
冬
の
到
来
を
感
じ
た
。 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

手
の
感
覚
で
、
冬
を
感
じ
取
っ
た
と
こ
ろ
が 

新
鮮
で
す
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・「
手
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
に
水
の
冷
た
さ
を
表
現
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
良
い
で
す
ね
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・ 

冬
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
、
中
七
の
表
現
が
秀
逸
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
・
蛇
口
の
水
の
冷
た
さ
に
思
わ
ず
手
を
引
っ
込
め
る
朝
、
最
近
は
ほ
ん
と
う
に
冷
た
い
。 

 

九
点
句 

 
 

山
茶
花
や
百
通
残
す
母
の
文 

 
 
 
  

 
 

と
み
子 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
母
親
と
の
深
い
絆
が
感
じ
ら
れ
る
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
筆
ま
め
な
お
母
さ
ま
だ
。
季
語
か
ら
美
し
い
文
字
だ
と
感
じ
ら
れ
る
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
吾
母
も
思
い
を
綴
っ
た
書
き
物
を
遺
し
た
。
山
茶
花
か
も
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
貴
重
な
遺
品
で
す
ね
。
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

七
点
句 

 

し
ろ
が
ね
の
芒
が
原
を
風
わ
た
る 

 
   

く
に
お 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
秋
寂
び
の
蕭
条
た
る
薄
野
。 
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康
敏
さ
ん
・
・
・
風
に
う
ね
る
白
銀
に
輝
く
芒
原
。
景
が
よ
く
見
え
る
句
。 

 

参
考
〈
し
ろ
が
ね
の
中
に
道
あ
り
芒
原 

鷹
羽
狩
行
〉 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
広
々
と
し
た
綺
麗
な
景
色
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た 

 
七
五
三
袴
の
下
に
ス
ニ
ー
カ
ー 

 
 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

 
正
明
さ
ん
・
・
・
よ
く
分
か
り
ま
す 

記
念
写
真
は
困
り
ま
す
ね 

面
白
い
句
で
す
ね
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
可
愛
い
で
す
ね
。
大
人
も
最
近
す
に
ー
か
ー
が
流
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。
老
人
は
そ

こ
ま
で
気
が
廻
り
ま
せ
ん
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
微
笑
ま
し
い
佳
句
。 

凡
庸
に
生
き
た
二
人
や
石
蕗
の
花 

 
   

  

盛
雄 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
気
取
り
の
な
い
す
っ
き
り
し
た
調
べ
で
す 

隆
さ
ん
・
・
・
・
凡
庸
の
評
価
は
い
か
に
。
石
蕗
の
花
の
黄
色
が
眩
し
い
。 

 

六
点
句   

枯
葉
落
ち
岩
肌
映
え
る
立
石
寺 

 
 
   

  

忠
彦 

 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
芭
蕉
が
詠
ん
だ
の
は
そ
の
岩
の
あ
た
り
だ
っ
た
？ 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
芭
蕉
の
句
に
対
比
し
て
読
む
と
面
白
い
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す 

一
群
の
鴨
や
一
気
に
着
水
す 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
一
斉
に
着
水
す
る
鴨
の
お
び
た
だ
し
い
鳴
き
声
と
羽
音
と
水
音
に
圧
倒
さ
れ
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
景
色
と
水
音
が
パ
ー
っ
と
浮
か
び
ま
し
た
！ 

天
牛
さ
ん
・
・
・
鴨
に
限
ら
ず
水
鳥
の
習
性
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
光
景
は
よ
く
見
か
け
ま
す
。
特
に
水

辺
に
暮
ら
し
て
い
た
頃
は
。 

 

五
点
句 

 
 

秋
思
と
は
寄
せ
て
は
返
す
波
の
音 

 
 
 

 
 

孤
舟 

 
 

 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
寄
せ
返
す
波
の
し
ぐ
さ
の
優
し
さ
を
秋
の
思
い
に
は
せ
た
表
現
が
暖
か
く
て
感
動
し
ま
し
た
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
波
の
音 

[

ヴ
ア
レ
リ
ー
海
浜
の
墓
地]

の
セ
ッ
ト(S

eat
e
)

の
波
は
荒
々
し
い
よ
う
に
思
う
。

先
週
賢
島
の
海
浜
に
立
っ
た
け
ど
こ
ち
ら
は
内
湾
も
内
湾
そ
の
波
の
音
は
静
か
で
穏
や
か
そ

の
も
の 

で
も
ど
ち
ら
も1

人
佇
む
と
人
生
の
幽
玄
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。 

神
の
旅
良
き
風
の
日
に
発
ち
た
ま
ふ 

 
 

と
み
子 

 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
す
っ
き
り
し
た
姿
の
良
い
句
だ
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
心
地
よ
い
風
を
受
け
た
一
瞬
の
う
ち
に
神
々
が
通
り
す
ぎ
た
こ
と
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。 

あ
り
得
る
か
も
。
こ
の
感
性
が
素
敵
で
す
。 

立
冬
や
飛
行
機
雲
の
三
筋
行
く 

 
 
 
 
 

健
介 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・「
三
筋
行
く
」
が 

白
く
輝
く
飛
行
機
雲
を
、
具
体
的
に
と
ら
え
て
良
い
と
思
い
ま
す
。 

百
合
子
さ
ん‥

冬
に
な
る
と
嬉
し
い
事
の
一
つ
に
景
色
が
鮮
明
成
る
こ
と
、
特
に
空
を
背
景
に
し
た
景
色
。

私
も
飛
行
機
雲
を
よ
く
見
上
げ
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
「
三
筋
」
の
着
眼
が
い
い
。 

声
出
し
て
立
ち
上
が
る
日
や
菊
香
る 

 

た
だ
し
げ 

 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
一
つ
一
つ
の
行
動
に
「
掛
け
声
」
を
か
け
な
け
れ
ば
動
き
だ
せ
な
い
の
は
老
化
現
象
の 

一
つ
で
し
ょ
う
ね
。 

鷺
一
歩
わ
れ
一
歩
追
う
冬
干
潟 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
白
鷺
が
一
羽
。
中
七
が
上
手
で
す
。 
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長
き
夜
や
小
さ
き
文
字
な
る
文
庫
本 

  
  

啓
子 

 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
そ
う
で
す
ね
、
文
庫
本
の
字
は
小
さ
い
で
す
ね
。
古
い
版
は
特
に
小
さ
く
、
今
で
は
読
み
辛

い
で
す
ね 

千
恵
さ
ん
・
・
・
読
書
の
秋
で
す
。
昔
買
っ
た
文
庫
本
を
手
に
取
れ
ば
い
や
に
字
が
小
さ
く
て
読
み
づ
ら 

い
。
年
取
っ
た
な
～
と
感
じ
た
の
で
す
ね
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
文
庫
本
の
字
が
読
み
辛
く
な
り
、
ハ
ズ
キ
ル
ー
ペ
を
愛
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

中
五
下
七
は
「
小
さ
き
文
字
の
文
庫
本
」
ま
た
は
「
細
か
き
文
字
の
文
庫
本
」
で
は
？ 

 

四
点
句  

冬
晴
れ
や
被
団
協
へ
の
平
和
賞 

 
 
 
     

忠
彦 

 
 
 

正
明
さ
ん
・
・
・
佳
作
で
す
。
自
分
の
中
で
は
次
点
の
佳
句
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
広
島
出
身
の
私
の
一
押
し
の
句
。
ご
苦
労
に
報
い
る
真
の
平
和
賞
で
す
。
核
兵
器
廃
絶
の 

前
進
を
切
に
祈
り
ま
す
。 

指
で
押
し
食
べ
頃
を
知
る
ラ
フ
ラ
ン
ス 

 
   

忠
彦 

 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
ス
ー
パ
ー
で
指
あ
と
ら
し
き
傷
の
あ
る
の
を
み
た
こ
と
が
あ
る
と
家
内
が
面
白
が
っ
て
い
ま

す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
友
人
が
い
な
く
な
っ
て
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
と
全
く
縁
が
切
れ
ま
し
た
。
昔
が
懐
か
し
い
。 

秋
簾
外
し
時
空
の
遠
ざ
か
る 

 
 
 
 
 

 
  

孤
舟 

 
 

 

啓
子
さ
ん
・
・
・
簾
を
取
り
込
む
季
節
に
な
っ
た
。
一
つ
の
区
切
り
。
そ
こ
に
あ
っ
た
想
い
を
留
め
た
か
っ
た

か
、
或
い
は
解
き
放
ち
た
か
っ
た
か
、
何
か
ど
き
り
と
す
る
思
い
が
し
ま
し
た
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
最
近
は
時
の
流
れ
に
感
慨
一
入
、
老
境
に
入
っ
た
証
明
で
し
ょ
う
か
。 

亥
の
子
餅
あ
や
ふ
や
な
こ
と
増
ゆ
る
年 

 
 
 

五
郎
太 

 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
時
期
的
に
、
世
相
を
振
り
返
え
つ
て
、
そ
う
思
わ
れ
た
の
で
し
よ
う
。
亥
の
子
餅
が 

効
い 

て
い
ま
す
。 

正
己
さ
ん
・
・
・
痛
感
し
ま
す
。
で
も
世
の
中
あ
や
ふ
や
あ
っ
て
よ
き
も
の
で
は
？ 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
政
治
家
の
資
金
の
使
い
方
の
こ
と
で
し
ょ
う
か 

止
り
木
を
齧
る
鸚
鵡
や
小
六
月 

 
 
 
 
  

 

康
敏 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
小
春
日
和
、
ち
ょ
っ
と
惚
け
た
味
が
あ
り
ま
す
。 

と
み
子
さ
ん
・
・11

月
の
春
の
よ
う
な
陽
気
に 

鸚
鵡
が
「
？
」
と
思
っ
た
の
か
な
と
、
可
笑
し
く
想
像
し
ま

す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
猫
が
爪
を
研
ぐ
よ
う
な
も
の
で
す
か
ね
。
手
書
き
し
た
ら
、
字
画
が
多
く
て
大
変
で
し
た
。 

到
来
の
大
根
洗
ふ
味
噌
を
練
る 

 
 

 
  

 
 

堂
哉 

 
 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
頂
い
た
大
根
を
ど
う
料
理
し
て
食
べ
よ
う
か
と
弾
む
心
を
感
じ
ま
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
熱
々
の
ふ
ろ
ふ
き
大
根
を
ふ
う
ふ
う
し
な
が
ら
食
べ
る
情
景
が
す
ぐ
浮
か
び
ま
し
た
。 

来
し
方
は
夢
の
ま
た
夢
秋
の
風 

 
     

 

ゆ
た
か 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
今
ま
で
歩
ん
で
き
た
道
は
、
遠
い
彼
方
に
霞
ん
で
し
ま
っ
た
。 

着
飾
り
て
花
の
笑
顔
や
七
五
三 

 
   

 
 
 
 

昇 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
も
の
を
感
じ
る
。
中
七
の
表
現
が
良
い
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・「
花
笑
み
」
は
春
の
季
語
だ
が
、
こ
こ
は
可
愛
い
お
子
さ
ん
の
花
の
よ
う
な
笑
顔
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
考
〈
帯
解
け
ば
笑
顔
が
も
ど
る
七
五
三 

片
岡
寿
子
〉 

亜
也
さ
ん
・
・
・
い
か
に
も
微
笑
ま
し
い
光
景
で
つ
い
つ
い
頂
い
た
次
第
。 

月
今
宵
間
合
い
正
し
き
海
の
音 

 
 
 
   

 

び
ん 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・ 

人
世
は
常
に
大
揺
れ 

自
然
は
常
に
狂
い
無
し
。 
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浜
の
子
の
波
乗
板
の
冬
仕
舞 

 
    

 
    

 
 

び
ん 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
楽
し
か
っ
た
夏
の
様
子
を
な
ん
と
な
く
感
じ
さ
せ
る
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
多
摩
川
西
六
郷
辺
り
。
水
上
ス
キ
ー
を
し
て
い
る
人
を
見
た
。
滑
り
納
め
か
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
若
い
人
で
も
老
人
ぶ
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
、
波
乗
板
が
効
い
て
い
ま
す
ね
。 

 

三
点
句 

 
 

星
飛
ぶ
や
誰
に
も
言
へ
ぬ
過
去
の
あ
り 

 
 
 
 
 
  

孤
舟  

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
人
に
は
話
せ
な
い
秘
め
事
は
あ
る
も
の
で
す
。
上
五
が
い
い
で
す
ね
。 

賑
や
か
に
三
本
締
め
や
一
の
酉 

 
 
      

た
だ
し
げ 

 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
酉
の
市
は
明
る
い
電
灯
の
下
で
ハ
ッ
ピ
着
た
人
た
ち
が
八
巻
き
を
し
て
や
っ
て
い
ま
す 

ね
‼
昔
は
ガ
ス
燈
で
し
た
。 

聞
こ
え
来
る
夕
べ
の
鐘
や
秋
の
風 

 
 
 
 
 
  

國
護 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
秋
の
静
け
さ
、
も
の
悲
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。 

炉
開
き
や
と
ぼ
け
た
織
部
を
振
出
に 

 
 
 

  
 

亜
也 

 
 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
茶
事
に
は
詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
炉
開
き
は
お
祝
い
の
席
と
の
事
。
そ
れ
に
し
て
は
出
さ
れ 

た
振
出
が
可
愛
ら
し
く
も
な
い
と
ぼ
け
た
色
調
の
織
部
だ
っ
た
こ
と
に
が
っ
か
り
さ
れ
た 

の
で
し
ょ
う
か
？ 

 
 
 
 
  

二
点
句 

 
   

   

尾
上
松
也 

二
枚
目
の
革
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
楽
屋
入
り 

 
 
  

紀
久
男 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
歌
舞
伎
役
者
の
楽
屋
入
り
も
和
服
姿
と
思
っ
て
い
た
。 

 
 
 
 

俳
人
に
賞
味
期
限
や
名
の
木
散
る 

 
 
 
 
 

  

孤
舟 

 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
俳
人
に
賞
味
期
限
と
は
面
白
い
。
確
か
に
若
い
頃
の
方
が
発
想
は
豊
か
だ
ろ
う
。
秋
の
深 

ま
り
を
強
く
感
じ
る
季
語
も
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。 

紅
葉
狩
遠
く
斜
め
に
東
山 

 
 
 
 
 
 
 

  

五
郎
太 

 
 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す 

紅
き
門
太
夫
の
墓
に
紅
葉
散
る 

 
 
 
 
 
 

 

五
郎
太 

 
 
 

 

  

啓
子
さ
ん
・
・
・
雰
囲
気
の
あ
る
句
、
と
思
い
ま
し
た
ら
、
京
は
鷹
峰
に
あ
る
常
照
寺
（
元
和
元
年
創
建
・ 

本
阿
弥
光
悦
が
土
地
を
寄
進
）
で
詠
ま
れ
た
句
と
。
当
時
芸
に
秀
で
て
名
を
馳
せ
た
太
夫
、 

吉
野
太
夫
の
墓
が
あ
り
、
太
夫
が
寛
永
５
年
に
寄
進
し
た
朱
塗
り
の
山
門
「
吉
野
門
」
と
共 

に
紅
葉
も
見
事
で
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
そ
う
。
醸
し
出
さ
れ
る
雰
囲
気
に
、
成
程 

俳
句
は
、
や
は
り
そ
こ
に
在
っ
て
作
句
す
る
も
の
な
の
だ
と
、
改
め
て
感
じ
入
り
ま
し
た
。。 

急
寒
波
衣
も
器
具
も
泥
縄
に 
 
 
 
 
    

 
 

健
介 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
昨
今
の
気
候
状
況
の
乱
れ
・
急
変
は
、
備
え
る
術
も
な
い
。 

落
葉
ふ
む
猫
の
親
子
と
前
後
ろ 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

 

啓
子
さ
ん
・
・
・
そ
こ
こ
こ
で
落
葉
が
舞
い
散
る
季
節
。
公
園
か
歩
道
か
、
猫
の
親
子
が
カ
サ
コ
ソ
と
落
葉
を 

踏
み
つ
つ
歩
い
て
い
る
。
微
笑
ま
し
く
見
て
い
る
作
者
の
目
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

宗
祇
水
へ
降
り
る
石
段
雪
蛍 

 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

郡
上
祭
の
頃
に 

訪
ね
ま
し
た
。「
降
り
る
石
段
」
か
ら
景
が
あ
り
あ
り
と
浮
か
び
ま
す
。 

マ
ン
シ
ョ
ン
に
く
し
ゃ
み
お
じ
さ
ん
木
霊
す
る 

  

正
己 

 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
聞
こ
え
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
も
立
て
続
け
に
！ 
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ラ
フ
ラ
ン
ス
香
り
残
し
て
食
べ
収
め 

 
 
 
 
  

國
護 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
最
後
の
ひ
と
つ
を 

い
た
だ
い
て
も
、
い
い
香
り
は 

残
っ
て
い
る
。
ほ
ん
と
う
に
美
味
し
い

ラ
フ
ラ
ン
ス
で
し
た
ね
。 

黄
に
病
み
し
葉
の
捨
て
か
ね
つ
烏
瓜 

 
 
 
 
  

び
ん 

 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
私
は
病
葉
の
美
し
さ
に
今
年
も
何
枚
か
手
に
取
り
ま
し
た
。
朽
ち
る
っ
て
ほ
ん
と
う
は
美

し
い
の
か
も
。 

オ
ー
ロ
ラ
の
天
体
シ
ョ
ー
や
息
白
し 

 
 
 
    

 

昇 
 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
厳
寒
の
北
海
道
で
、
人
工
的
に
作
ら
れ
た
オ
ー
ロ
ラ
（
も
ど
き
）
が
幻
想
的
だ
っ
た
。 

国
道
の
喧
騒
連
れ
て
北
風
来 

 
 
  

 
 
 
 
   

啓
子 

 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
俳
句
の
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
。 

爺
泣
か
す
秋
の
長
旅
孫
土
産 

 
 
 
 
 
 
 
   

天
牛 

 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
月
始
め
中
学
生
孫
が
行
き
飛
行
機
、
帰
り
新
幹
線
で
東
京
に
修
学
旅
行
。 

グ
ル
ー
プ6

人 

で
赤
門
を
見
て
来
た
と
土
産
物
に(

赤
門
も
ち)

何
故
こ
の
餅
？
聞
か
ぬ
が
花
。
泣
か
せ
ま
す

け
ど
。 

連
獅
子
に
揺
る
る
難
波
や
新
松
子 

 
 
 
 
 

 
  

盛
雄 

 
 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
團
十
郎
、
新
之
助
の
親
子
共
演
で
し
ょ
う
。
十
一
月
句
会
と
し
て
緑
の
松
ぼ
っ
く
り
は
ど
う 

か
と
も
思
い
ま
し
た
が
、、 

 

一
点 

   

リ
ハ
ビ
リ
通
院
の
往
き
に
帰
り
に
千
鳥
鳴
く 

    

紀
久
男 

 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
辛
い
日
常
に
千
鳥
が
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
。 

能
登
鰤
の
缶
詰
旨
き
妻
の
留
守 

 
 
 
 
 
    

紀
久
男 

 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
留
守
時
だ
か
ら
こ
そ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
愉
楽
。
独
り
占
め
し
た
い
訳
で
は
な
い
の
で
念
の
た

め
。 

※
句
会
席
上
で
・
・
・
能
登
鰤
と
云
っ
て
も
〝
鰤
の
缶
詰
〟
と
な
る
と
、
季
語
と
し
て
は
微
妙
。 

に
ん
ま
り
と
笑
む
ト
ラ
ン
プ
氏
冬
に
入
る 

 
 

 
 
 

五
郎
太 

 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
・
ぜ
ひ1

月20

日
の
米
大
統
領
演
説
中
継
は
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。
前
回
は
、
い
ぶ
か
し 

い
顔
を
し
た
歴
代
米
大
統
領
の
面
々
が
象
徴
的
だ
っ
た
。
し
か
し
、
確
実
に
ト
ラ
ン
プ
は 

世
界
中
に
ト
ラ
ン
プ
・
ク
ロ
ー
ン
を
増
や
し
た
。 

稲
架
（
は
ざ
）
に
掛
け
天
日
で
干
し
て
旨
い
米 

 

た
だ
し
げ 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
「
稲
架
け
や
天
の
旨
み
を
戴
け
り
」
で
も
。 

毎
秋
、
目
黒
区
の
筑
駒
高
校
庭
に
お
目
見 

え
す
る
稲
架
け
。
太
陽
の
恵
み
を
も
ら
っ
て
逞
し
い
。 

雀
等
が
さ
え
ず
り
遊
ぶ
刈
田
か
な 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
刈
田
を
ば
遊
び
場
に
し
て
ス
ズ
メ
か
な
」
で
も
。
気
温
上
昇
で15

年
度
以
降
急
速
に
ス
ズ 

メ
が
減
少
と
の
調
査
結
果
あ
り
。 

 
 
 
 
 
 

 

※
康
敏
さ
ん
・
・
さ
え
ず
り
（
旧
仮
名 

さ
へ
づ
り
）
は
、
小
鳥
が
繁
殖
期
に
発
す
る
美
し
い
鳴
き
声
で
春 

の
季
語
。
俳
句
で
は
地
鳴
き
と
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
考
〈
は
れ
ば
れ
と
雀
の
遊
ぶ
刈
田
か
な 

石
水
明
子
〉 

 

秋
庭
の
雑
多
こ
の
世
の
雑
多
か
な 

 
 
 
 
    

ゆ
た
か 

 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
秋
庭
は
確
か
に
夏
の
名
残
り
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
散
乱
。
こ
の
世
の
雑
多
と
結
び
付
け
る
な

ん
て
！ 

竹
林
に
秋
風
吹
い
て
音
と
な
る 

 
 
 
    

 
  

國
護 

 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
下
五
は
平
凡
の
よ
う
で
す
が
、
良
い
な
と
感
じ
ま
し
た 
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月
影
や
去
り
し
友
の
声
を
聞
き 

 
 
 
 
     

 

國
護 

 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・ 

友
を
偲
ぶ
思
い
が
つ
た
わ
っ
て
き
ま
す 

※
孤
舟
選
者
・
・
・
「
去
り
し
」
を
「
去
り
に
し
」
と
し
て
中
七
と
し
て
整
え
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。 

蟷
螂
や
祈
る
す
が
た
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン 

 
      

百
合
子 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
カ
マ
キ
リ
が
身
構
え
る
様
は
、
ま
さ
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
祈
る
姿
そ
の
ま
ま
。 

 

茶
の
花
の
朝
の
陽
透
け
て
い
や
真
白 

 
 

 
 

    
 

 
 

 

啓
子 

 
 

 
 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
こ
の
時
期
に
咲
く
の
で
す
ね
。
椿
よ
り
木
も
花
も
葉
も
小
ぶ
り
で
、
可
憐
で
す
。 

し
な
や
か
に
道
の
辺
（
べ
）
の
花
揺
れ
て
秋 

  
   

規
雄 

 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・ 
し
な
や
か
に
と
い
う
表
現
で
雰
囲
気
が
伝
わ
り
ま
す 

風
花
や
ボ
ジ
ョ
レ
ヌ
ー
ボ
ー
連
れ
て
来
し 

 
 
  

 

盛
雄 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・11

月
も
半
ば
過
ぎ
、
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
北
山
か
六
甲
あ
た
り
か
ら
風
花
が
流
れ
て

来
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

秋
の
夜
や
踏
切
り
の
音
遠
く
か
ら 

 
 
 
   

 
 

天
牛 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・ 

田
舎
の
秋
の
夜
の
静
け
さ
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

🔳 
 

🔳 
 

🔳 
 

🔳 
 

🔳 
 

🔳 
 

🔳 

【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

◇
十
二
月
十
九
日(

木) 

午
後
一
時
よ
り
四
時
半 

 

句
会(

納
会
と
な
り
ま
す) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場
所
：
三
軒
茶
屋 

し
ゃ
れ
な
あ
ど 

四
階
・
シ
リ
ウ
ス 

 
 

ご
出
句
ご
案
内
：
句
会
ご
出
席
の
方
は
当
季
雑
詠
五
句 

ご
投
句
二
句 

を
目
処
と
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご
出
句
〆
切
り
日
程
：
十
二
月
十
五
日
（
日
）
午
前
中 

       

句
会
に
続
き
、
忘
年
懇
親
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
午
後
五
時
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場
所 

銀
座
ア
ス
タ
ー
三
軒
茶
屋
賓
館 

「
青
葉
会
」
で
予
約
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

◇
令
和
七
年
一
月
の
青
葉
会
予
定 

 
 

一
月
二
十
三
日(

木) 

午
後
一
時
よ
り 

場
所
：
三
軒
茶
屋 

し
ゃ
れ
な
あ
ど 

六
階
・
ビ
ー
ナ
ス
の
間 

 
 

ご
出
句
ご
案
内
：
句
会
ご
出
席
の
方
は
当
季
雑
詠
五
句 

ご
投
句
の
方
は
二
句
を
目
処
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご
出
句
〆
切
り
日
程
：
令
和
七
年 

一
月
十
九
日(

日)

午
前
中 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

 

【
青 

葉 

会 

報
】 

一
、 

今
年
の
十
一
月
は
、
月
が
変
わ
っ
て
も
ま
だ
夏
日
が
あ
る
と
云
っ
た
気
候
変
動
を
実
感
す
る
日
が
あ
り
、

俳
句
を
嗜
ん
で
い
る
私
ど
も
に
と
っ
て
、
季
節
を
先
取
り
す
る
こ
と
が
感
覚
的
に
難
し
い
な
が
ら
の
句
会
が
続

き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
季
語
に
つ
い
て
各
方
面
か
ら
注
意
喚
起
の
お
話
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
中
で

も
、
皆
さ
ま
に
は
し
っ
か
り
と
、
晩
秋
、
冬
の
季
語
へ
と
少
し
ず
つ
気
持
ち
が
切
り
替
わ
っ
て
お
い
で
に
な
り
、

本
来
の
こ
の
時
期
に
使
わ
れ
る
美
し
い
季
語
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
句
会
と
な
り
ま
し
た
。
ご
出
句
は
八
十
六
句

で
、
結
果
は
ご
覧
の
よ
う
に 

十
二
点 

康
敏
さ
ん
、
十
一
点 

堂
哉
さ
ん
、
九
点 

と
み
子
さ
ん 

が
高
得

点
と
な
ら
れ
ま
し
た
。 
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二
、
孤
舟
選
者
近
詠 

 

雲
流
れ
外
人
墓
地
の
秋
薔
薇 

 
 

 

恋
ふ
や
う
な
諍
ふ
や
う
な
鹿
の
こ
ゑ 

 

山
裾
の
バ
ス
の
終
点
渓
紅
葉 

 

座
敷
ま
で
影
伸
ば
し
ゐ
る
柿
簾 

 
 

我
も
ま
た
浮
世
の
遊
子
鷹
渡
る 

 

三
、
関
係
者
近
詠 

 
 

お
目
出
度
う
の
声
掛
け
か
け
る
七
五
三 

 
 
 

隆 

 
 
 

作
者
談
：1

5

日
朝
、
館
山
、
鶴
谷
八
幡
神
社
で
親
子
三
人
づ
れ
の
参
詣
客
に
出
会
い
ま
し
た
。
境
内
に
は
誰
れ
も
い 

な
か
っ
た
。
特
別
な
日
を
内
心
喜
ん
で
い
る
新
し
い
服
を
着
た
男
の
子
。
す
れ
違
い
ざ
ま
に
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
と
声
を
掛
け
た
。
有
難
う
御
座
い
ま
す
と
返
事
が
あ
っ
た
。
人
の
子
の
成
長
を
祈
念
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
(

了) 

 

 
 
 

令
和
六
年
十
一
月
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


